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この文書を読む目安は 8分です 

この文書の内容 

以下の手順では、LinkedInラーニングおよび Azure AD SSOの設定プロセスについて説明し

ます。 

 

1. LinkedIn ラーニング用に Azure AD SSO を 

設定してテストします。 

 

 

2. Azure AD のテストユーザーを作成して割り当てます。  

 

 

3. LinkedIn ラーニング SSO を設定します。  

 



 

4. ユーザーライセンスを自動的に割り当てて、  

SSO をテストします。 

 

5. 以上で操作は完了です。受講者は、Azure AD SSO 経由で  

LinkedIn ラーニングコンテンツにアクセスできるようになりました。 

 

 

Azure AD および LinkedIn ラーニング SSO の概要 

組織アカウントの管理者は、LinkedInのエンタープライズプラットフォームに統合されている

Azure AD SSOを使用して LinkedInラーニングの認証を受けるように会社を設定できます。 

前提条件 

• 会社のメールアカウント 

• Azure ADの契約プラン。契約プランをお持ちでない場合は、 無料アカウントをご利用

いただけます。 

• LinkedInラーニングのすべての管理者権限 

• IDプロバイダー (IdP) 管理者権限 

シングルサインオン (SSO) について 

https://azure.microsoft.com/free/


エンタープライズシングルサインオン (SSO) により、自社の従業員が個人の LinkedIn認証情

報の代わりに会社の認証情報を使用して、サポートされる LinkedInアプリケーションにサイ

ンインすることができます。 

LinkedInアプリケーションを使用する場合、SSOの使用や SSOプロバイダーとの統合は必要

ありません。SSOが設定されていない場合、従業員は現在利用中の個人の LinkedIn認証情報

を使用して認証するか、メンバーアカウントを新規作成できます。 

シングルサインオンを使用する理由 

• 会社の既存の認証を活用する 

• 自社の従業員が個人アカウントではなく、会社で設定したパスワードプロトコルを使用

することで、セキュリティが向上する 

• 従業員の退職時のユーザー管理を簡素化する 

シナリオの説明 

この文書では、テスト環境で Azure AD SSOを設定およびテストする方法を説明します。 

• LinkedInラーニングは、SPおよび IDP起点の SSOをサポートしています   

• LinkedInラーニングは、Just In Time (JIT) ユーザープロビジョニングをサポートし

ています   

 

ギャラリーからの LinkedIn ラーニングの追加 

Azure ADへの LinkedInラーニングの統合を設定するには、ギャラリーから管理対象 SaaSア

プリの一覧に LinkedInラーニングを追加する必要があります。 

1. 職場または学校アカウント、個人用 Microsoftアカウントを使用して、Azureポー

タルにサインインします。 



2. 左側のナビゲーションウィンドウで、 [Azure Active Directory] サービスを選択し

ます。 

3.  [Enterprise Applications] に移動してから、 [All Applications] を選択します。 

4. 新しいアプリケーションを追加するには、 [New application] を選択します。 

5.  [Add from the gallery] セクションの検索ボックスに、「LinkedIn 

Learning」 と入力します。 

6. 結果パネルから [LinkedIn Learning] を選択して、アプリを追加します。お使いの

テナントにアプリが追加されるまで数秒待ちます。 

LinkedIn ラーニングに対する Azure AD SSO の設定お

よびテスト 

 「B.Simon」というテストユーザーを使用して、LinkedInラーニングに Azure AD SSOを設

定してテストします。SSOを機能させるには、Azure ADユーザーと LinkedInラーニングの

関連ユーザーとの間にリンク関係を確立する必要があります。 

LinkedInラーニングに Azure AD SSOを設定してテストするには、次の手順を実行します。 

1. Azure AD SSOの設定  - ユーザーがこの機能を使用できるようにします。 

a. Azure ADのテストユーザーの作成  - 「B.Simon」を使用して、Azure ADシ

ングルサインオンをテストします。 

b. Azure ADのテストユーザーの割り当て  - 「B.Simon」が Azure ADシングル

サインオンを使用できるようにします。 

2. LinkedInラーニングの SSOの設定  - アプリケーション側でシングルサインオン設

定を構成します。 

o ライセンスの割り当て  - LinkedInラーニングで「B.Simon」と同等の Azure 

ADユーザー権限にリンクさせます。 



3. SSOのテスト - 設定が正常に機能するかどうかを確認します。 

Azure AD SSO の設定 

Azureポータルで Azure AD SSOを有効にするには、次の手順を実行します。 

1. Azureポータルの  LinkedInラーニングアプリケーション統合ページ

で [Manage] セクションを見つけて、 [single sign-on] を選択します。 

2.  [Select a single sign-on method] ページで [SAML] を選択します。 

3.  [Set up single sign-on with SAML] ページで、 [Basic SAML Configuration] の

鉛筆アイコンをクリックして設定を編集します。 

 

4.  [Basic SAML Configuration] セクションで、アプリケーションを  IDP起点モー

ドで構成する場合は、次のフィールドに値を入力します。 

a.  [Identifier] テキストボックスに、LinkedInポータルからコピーしたエンティ

ティ IDを入力します。 

b.  [Reply URL] テキストボックスに、LinkedInポータルからコピーし

た Assertion Consumer Service (ACS) URLを入力します。 

c.   SP起点モードでアプリケーションを構成する場合は、 [Basic SAML 

Configuration] セクションの [Set additional URLs] オプションをクリックし

て、サインオン URLを指定します。ログイン URLを作成するには、Assertion 

Consumer Service (ACS) URLをコピーして、/saml/を/login/で置き換えま

す。これが終了すると、サインオン URLは次のパターンになります。 



https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/<AccountId>?application=

learning&applicationInstanceId=<InstanceId> 

注: これらの値は実際の値ではありません。これらの値は、実際の識別子と応答

URLで更新します。これについては、チュートリアルの「LinkedInラーニング

の SSOの設定」セクションで後述します。 

5. LinkedInラーニングアプリケーションでは、特定の形式の SAMLアサーションを

使用するため、カスタム属性マッピングを SAMLトークン属性の構成に追加する必

要があります。次のスクリーンショットは、デフォルトの属性の一覧を示していま

す。ここで、nameidentifier は user.userprincipalnameにマッピングされて

います。LinkedInラーニングアプリケーションでは、nameidentifierが

user.mailにマッピングされると想定されているため、[Edit] アイコンをクリック

して、属性マッピングを変更する必要があります。  

 

6.  [Set up single sign-on with SAML] ページの [SAML Signing Certificate] セク

ションで、 [Federation Metadata XML] を探して [Download] を選択し、証明書

をダウンロードして、お使いのコンピューターに保存します。 

https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/%3cAccountId%3e?application=learning&applicationInstanceId=%3cInstanceId%3e
https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/%3cAccountId%3e?application=learning&applicationInstanceId=%3cInstanceId%3e


 

7.  [Set up LinkedIn Learning] セクションで、要件に基づいて適切な URLをコピー

します。 

 

Azure AD のテストユーザーの作成 

このセクションでは、Azure portalで「B.Simon」というテストユーザーを作成します。 

1. Azureポータルの左側のウィンドウから、 [Azure Active 

Directory]、 [Users]、 [All users] の順に選択します。 

2. 画面上部の [New user] を選択します。 

3.  [User] プロパティで、次の手順を実行します。 

d.  [Name] フィールドに 「B.Simon」と入力します。 



e.  [User name] フィールドに「username@companydomain.extension」と入

力します。例えば、「B.Simon@contoso.com」のように入力します。 

f.  [Show password] チェックボックスをオンにし、 [Password] ボックスに表

示された値を書き留めます。 

g.  [Create] をクリックします。 

Azure AD のテストユーザーの割り当て 

このセクションでは、「B.Simon」に LinkedInラーニングへのアクセスを許可することで、

このユーザーが Azureシングルサインオンを使用できるようにします。 

1. Azureポータルで [Enterprise Applications] を選択し、 [All applications] を選

択します。 

2. アプリケーションの一覧で [LinkedIn Learning] を選択します。 

3. アプリの概要ページで [Manage] セクションを見つけて、 [Users and groups] 

を選択します。 

4.  [Add user] を選択し、 [Add Assignment] ダイアログで [Users and groups] 

を選択します。 

5.  [Users and groups] ダイアログの [Users] の一覧から [B.Simon] を選択し、

画面の下部にある [Select] ボタンをクリックします。 

6. ユーザーに役割が割り当てられることが想定される場合は、 [Select a role] ドロ

ップダウンから選択できます。このアプリに対して役割が設定されていない場合

は、[Default Access] の役割が選択されていることを確認します。 

7.  [Add Assignment] ダイアログで、 [Assign] ボタンをクリックします。 

 

LinkedIn ラーニングの SSO の設定 

LinkedInラーニングの SSOを設定するには、以下の手順を実行します。 



SSO の開始 

SSO設定を開始するには、次の手順を実行します。 

1. ログインした後、[管理者] 画面が表示されていない場合は、 [管理者ページ] > [プ

ロフィール] > [認証] の順に選択します。 

 

2. サイドナビゲーションメニューから [シングルサインオンの設定] を選択し、 [新規

SSOを追加] をクリックします。 

 

3. SSO方法を 1つ選択します (この場合は「SAML」)。 



 

4. SSO接続に名前を付けます。 

 

5.  [次へ] をクリックし、 こちらに表示される手順に従います。 

6.  [SSOの設定] で、SSOオプションを選択します。 

• AuthnRequest署名: 

o はい 



o いいえ (デフォルト) 

• SAMLリクエストバインディング: 

o HTTPリダイレクト (デフォルト) 

o HTTP-Post 

• アサーションコンシューマーサービスの URLを含める: 

o はい 

o いいえ (デフォルト) 

• 認証リクエスト署名アルゴリズム: 

o SHA1 (デフォルト) 

o SHA256 

• AuthnContextClassRef - 使用する値が不明の場合は、「デフォルト値 (この値を送信

しません)」を使用します。 

7. [保存] をクリックします。 

 

ID プロバイダーへの接続 

IDプロバイダーがメタデータの読み込みをサポートしている場合、XML設定ファイルをダウ

ンロードして IDプロバイダーに送信できます。IDプロバイダーは、LinkedInラーニングに接

続するための設定を指定して、XML設定ファイルをアップロードできます。 



メタデータファイルをダウンロードできるかどうか、または各フィールドで作業する必要があ

るかどうかを確認し、次のセクションのいずれかの手順を実行します。 

ファイルのダウンロード 

メタデータファイルを使用して IdPを設定するには、次の手順を実行します。 

1.  [IDプロバイダー設定] タブで、 [ファイルをダウンロード] をクリックして、ID

プロバイダーシステムで使用できるメタデータファイルをダウンロードしま

す。 metadata.xml ファイルがコンピューターにダウンロードされます。 

 

2. IDプロバイダーシステムにアクセスします。 

3. メタデータファイルをアップロードします。 

注: このファイルは、IDプロバイダーにインポートできない場合があります。例えば、

Oktaにはこの機能はありません。構成要件に一致する場合は、各フィールドでの操作

を続行します。 

4.  [次へ] をクリックします。 

詳しくは、 IDプロバイダーの設定を参照してください。 



各フィールドでの操作 

LinkedInラーニングアプリケーションインターフェイスの各フィールドで IdPを設定するに

は、次の手順を実行します。 

1. [IDプロバイダー設定] タブで、 [フィールドから情報を読み込んでコピー] をクリ

ックします。 

 

2. 含めるフィールドをコピーして貼り付けます。 

3.  [次へ] をクリックします。 

ID プロバイダーの設定 

LinkedInのプラットフォームと通信できるように IDプロバイダーを設定します。IDプロバイ

ダーからメタデータファイルをアップロードできるかどうか、または手動で値を入力する必要

があるかどうかを判断し、次のセクションのいずれかの手順を実行します。 



ファイルのアップロード 

 .xml ファイルのアップロードを介して SSOを設定するには、次の手順を実行します。 

1. ログインした後、 [管理者]  画面が表示されていない場合は、 [管理者ページ] を選

択してから、 [プロフィール] > [認証] の順に選択します。 

2. [シングルサインオンの設定] を選択します。 

3. [新規 SSOを追加] をクリックします。 

4. SSOプロトコル (上記参照) を選択します。      

          

 

5.  [ダウンロード] をクリックします。 metadata.xml ファイルによって LinkedInラ

ーニングのメタデータがコンピューターにダウンロードされます。 

6.  [次へ] をクリックします。 



 

7.  [SSOの設定]  ボックスで、 [XMLファイルをアップロード] をクリックし、IDプ

ロバイダーからメタデータファイルを追加します。 

 

4. ダウンロードしたファイルに移動して選択し、 [開く] をクリックします。成功

すると、メタデータが入力されたフィールドが表示されます。 

値の手動入力 

SSOを手動で設定するには、次の手順を実行します。 



1.  [SSOの設定] タブから  [手動で値を入力] オプションボタンを選択して、データ

を手動で追加します。 

2. 次のフィールドにデータを入力します。 

• 発行元の文字列またはエンティティ ID:  [md:EntityDescriptor 

entityID]  フィールドと一致する必要があります。 

• 予算グループ: デフォルトオプションを選択するか、空白のままにします。 

• IdP リダイレクトエンドポイント:  [md:SingleSignOnService 

location] フィールドと一致する必要があります。 注: LinkedInは現

在、 urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:bindings:HTTP-Redirect bindingの

みをサポートしています。 

• SAML サブジェクト識別属性名: 従業員の識別に使用される SAML認証応答

の属性名です。LinkedInは、以下のルールを使用して従業員を特定してい

ます。 

o SAML認証応答が属性のセットを含む SAMLアサーションを提供する場

合、このテキストフィールドに従業員の IDを含む属性の SAML属性名

を指定できます。例えば、 employeeId という SAML属性に整数

の employeeIdが送信された場合、 [SAMLサブジェクト識別属性名] 

フィールドに employeeId を入力できます。LinkedInは各アサーショ

ンに送信された employeeId を使用して従業員 IDを検索します。 

o このフィールドに何も指定されていない場合、LinkedInは

<saml:Subject>に送信された NameIdの値で従業員を検索します。こ

のフィールドは一意の IDでなければなりません。この値がメールアドレ

スでない場合、追加属性としてメールアドレスを指定することを強くお

勧めします。 

o  [SAMLサブジェクト識別属性名] フィールドに設定された属性でユーザ

ーを検索できない場合、または <saml:Subject>で NameID として設

定された一意の識別子でユーザーを検索できない場合、LinkedInはその

ユーザーを認証しません。自動ライセンスプロビジョニングが有効にな



っていて、ユーザーが見つからない場合は、この値を使用してユーザー

プロフィールが新規作成されます。 

o 公開証明書: LinkedInは、IDプロバイダーが署名に使用する x.509証

明書を使用して、SAML認証応答で送信された SAMLアサーションの妥

当性を検証します。認証応答の署名を検証できない場合、ユーザーは認

証されません。 

 

3.  [保存] をクリックします。 

シングルサインオンの有効化 

設定が完了したら、 [SSOステータス] ドロップダウンから [有効] を選択して、SSOを有効

にします。使用可能なオプションを使用するタイミングについては、以下の 有効なオプショ

ン の表を参照してください。 



 

有効なオプション 

  

ステータス 説明 

無効 • SSO実装の設定は不要です。 

• ユーザーは、LinkedInベースのロジックを使用し

て、割り当てられたライセンスにサインインでき

ます。 

パイロットモード 

(IdPのみ) 

• SSOが設定され、構成されています。 

• パイロットモードでは、IdPを介してアクセス権を

付与された従業員の IdP起点のフローに対して

SSOが強制されますが、SP起点のフローの場合は

通常の LinkedInベースのサインインが可能です。

ユーザーがサインインするために、IdPを使用して

認証を受ける必要はありません。LinkedInから直

接アプリケーションにアクセスできます。 

• このモードは、SSOを初めて設定する場合に便利

ですが、テストが完了した後は使用しないように

してください。 

• SSOがパイロットモードの場合、新規ユーザーは

追加できません。これは、アクティブにテストを



 

 

• IdP起点のフロー: ユーザーが IDプロバイダー (Okta、Azure、Pingなど) でアプリケ

ーションにアクセスする場合。 

• SP起点のフロー: ユーザーが LinkedInラーニング (サービスプロバイダー) に直接移

動してライセンスにアクセスする場合。 

ライセンスの割り当て 

SSOが有効になると、 [ライセンスの自動割り当て]  を [オン] に切り替えて、従業員にライ

センスを自動的に割り当てることができます。このオプションを有効にすると、ユーザーは初

めて認証されたときに、自動的にライセンスが付与されます。 

ライセンスの割り当てを自動化するには、次の手順を実行します。 

1. [その他のオプション] (「...」) アイコンをクリックし、[編集] を選択します。 

実行しているときに、SSO管理者が一時的に使用

する必要があります。 

有効 • SSOが設定され、有効になっています。 

• ユーザーは、IdP起点のフローまたは SP起点のフ

ローを介してサインインする必要があります (IdP

が IdP起点のフローのみをサポートしている場合

を除き、SP起点のフローはサポートされません)。

どの方法を使用するかに関係なく、認証が必要で

す。 

 

警告:  初回設定後に [有効] を選択する場合は、SSOが正常に機能

していることを確認するまでウィンドウを閉じないでくだ

さい。閉じてしまうと、アカウントで SSOを無効にするた

めにカスタマーサポートへの連絡が必要になります。SSO

を [有効] にする前に、 [パイロット]  オプションを使用し

て IdP起点のフローを検証することをお勧めします。 

 



2.  [ライセンスの自動プロビジョニング] の切り替えを  [オン] に設定します。 

3. [保存] をクリックします。 

 

 注: 

• このオプションを有効にしない場合、 [ユーザー] タブで、管理者が手動でユーザーを

追加する必要があります。LinkedInラーニングは、ユーザーをメールアドレスで識別

します。 

• このオプションを有効にすると、一致する識別子を持つ既存のユーザーが見つからない

場合、認証時に新しいユーザープロファイルが自動的に作成されます。 

NameID (フィールド) 

LinkedInラーニングはデフォルトで、SAML応答の NameID フィールドに送信された値を、

ユーザーの一意の IDとして使用します。 この値は、サービスプロバイダーが一般的に使用す

るものなら何でもかまいません。LinkedInラーニングに統合されている学習管理システム 

(LMS) を使う予定の場合は、具体的な SSO IDを LinkedInラーニングに送信する必要があり



ます。この IDはユーザーの LMS IDと一致している必要があり、LinkedInラーニングがレポ

ートメッセージを LMSに送信できる必要があります。 

ライセンスを自動的に割り当てるための要件 

SAML 2.0が普及した理由の 1つは、サービスプロバイダーに追加情報を送信する際の柔軟性

です。IDプロバイダーがアサーションを送信する場合、ユーザーを説明する属性が含まれま

す。これらの属性により、LinkedInはユーザーを特定し、ユーザーを自動的にプロビジョニン

グすることができます。このセクションでは、いくつかの使用可能な属性について説明しま

す。 

LinkedInラーニングアプリケーションは、Just In Time (JIT) ユーザープロビジョニングを

サポートしており、認証後、アプリケーションでユーザーが自動的に作成されます。LinkedIn

ラーニングポータルの管理者設定ページで、 [ライセンスの自動割り当て] スイッチを [有効] 

に反転すると、Just In Timeプロビジョニングとこの操作により、ライセンスがユーザーに割

り当てられます。 

メールアドレス (強く推奨) 

EmailAddressは、SSOの有無に関係なくユーザーを識別するために使用できます。メール

アドレスはユーザーのメイン識別子として使用できますが、変更されることのない従業員 ID

やその他の一意の値を使用して、追加属性としてメールを含めることを推奨します。 

IDプロバイダーは異なる命名規則を使用しているため、LinkedInは次の属性名でメールアド

レスを順番に検索します。 

• EmailAddress 

• email 

• Email 

• Mail 

• emailAddress 

• User.email 



IDプロバイダーが別の命名規則を使用している場合、次のセクションで命名規則を設定できま

す。 

名前 (オプション) 

IDプロバイダーは、メールアドレスと同様に、複数の共通フィールドに名前を送信する場合が

あります。LinkedInは、ほとんどの IDプロバイダーとの互換性を即座に提供するため、以下

の属性名で名前を検索します。 

• FirstName 

• first_name 

• firstname 

• firstName 

• User.FirstName 

姓 (オプション) 

LinkedInは、以下の属性名で姓を検索します。 

• LastName 

• last_name 

• lastname 

• lastName 

• User.LastName 

設定の確認 

IDプロバイダーと正常に統合されていること、および次の条件が満たされていることを確認し

ます。 

• SSOが有効で、[有効] に設定されている。 



• LinkedInラーニングアプリケーションが IDプロバイダーで以前に指示された手順に従

って設定されている。 

• IdPで設定されている LinkedInラーニングアプリケーションが適切なユーザーにプロ

ビジョニングされている。 

• SAMLサブジェクト NameID値が SAML応答で送信されるか、SAMLサブジェクト ID

が識別子として代替属性名を使用するために  [LinkedInサービスプロバイダーの SSO

設定] で定義されている。 

次のログイン情報を使ってテストします。 

• IDプロバイダーが開始するログインの場合 

o IDプロバイダーから直接 LinkedInラーニングを起動する。 

• サービスプロバイダーが開始するログインの場合 

o 最初に、ブラウザーで URLからアカウント IDを検索する。例: 

<https://www.linkedin.com/learning-

admin/settings/global?account=2108666> 

▪ SP起点の URLを作成するには、次の形式を使用します。 

形式: 

<https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/accountid

/?application=learning> 

 

例: 

<https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/2108666

?application=learning> 

▪ この SP起点の URLは、自動ライセンスプロビジョニングが有効になっ

ている場合に新規ユーザーを有効にするために使用できます。 

• すでに自分の LinkedInプロフィールを LinkedInラーニングに接続している場合は、

<https://www.linkedin.com/learning/login>にアクセスして、LinkedIn資格情報を

使ってログインします。IdPに移動して認証を受けた後、LinkedInラーニングにリダ

イレクトされます。 

https://www.linkedin.com/learning-admin/settings/global?account=2108666
https://www.linkedin.com/learning-admin/settings/global?account=2108666
%3chttps:/www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/accountid/?application=learning%3e
%3chttps:/www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/accountid/?application=learning%3e
https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/2108666?application=learning
https://www.linkedin.com/checkpoint/enterprise/login/2108666?application=learning


 注: LinkedInプロフィールを LinkedInラーニングに関連付けていても、ブラウザーで

LinkedInセッションを開いていない場合、SSOでの認証後、個人の資格情報で LinkedInにロ

グインするように求められる場合があります。これは SSOとは別の動作のため、SSOが破損

しているわけではありません。 

SSO のテスト 

このセクションでは、次のオプションを使用して Azure ADのシングルサインオン設定をテス

トします。 

SP 起点: 

• Azureポータルで  [Test this application] をクリックします。これにより、ログイン

フローを開始できる LinkedInラーニングのサインオン URLにリダイレクトされます。 

• LinkedInラーニングのサインオン URLに直接移動して、そこからログインフローを開

始します。 

IDP 起点: 

• Azureポータルで  [Test this application] をクリックすると、SSOを設定した

LinkedInラーニングに自動的にサインインされます。 

Microsoftマイアプリを使用して、任意のモードでアプリケーションをテストすることもでき

ます。マイアプリで [LinkedIn Learning] タイルをクリックすると、SPモードで構成されて

いる場合は、ログインフローを開始するためのアプリケーションサインオンページにリダイレ

クトされます。IDPモードで構成されている場合は、SSOを設定した LinkedInラーニングに

自動的にサインインされます。マイアプリの詳細については、 マイアプリの概要を参照してく

ださい。 

次のステップ 

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/user-help/my-apps-portal-end-user-access


LinkedInラーニングを設定したら、組織の機密データを流出と侵入からリアルタイムで保護す

るセッション制御を適用することができます。セッション制御は、条件付きアクセスを拡張し

たものです。 Microsoft Cloud App Securityでセッション制御を強制する方法をご覧くださ

い。 

以上で操作は完了です。受講者は、複数のシングルサインオン (SSO) 方法で、LinkedIn ラ

ーニングコンテンツにアクセスできるようになりました。 

サポート 

サポートドキュメントおよびその他のリソースは、以下から入手できます。 

サポートドキュメント 

• SSOの実装 

• ADFS SSO 

• Google SSO 

• 複数の認証 SSO 

• Okta SSO 

• CSV Org Syncを使用したユーザーの一括追加と管理 

• プライバシーとセキュリティに関するホワイトペーパー: アカウントセンターの従業員

データベース統合 (EDI) とシングルサインオン (SSO) 

技術的な問題 

SSOの設定で技術的な問題が発生した場合、 LinkedInラーニングのヘルプセンターを通じて

アカウントチームまたはアプリケーションサポートチームにお問い合わせください。 

LinkedIn のプライバシーおよびデータセキュリティポリシー 

https://www.linkedin.com/legal/privacy-policy 

https://docs.microsoft.com/en-us/cloud-app-security/proxy-deployment-aad
https://docs.microsoft.com/en-us/cloud-app-security/proxy-deployment-aad
https://docs.microsoft.com/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-implementation
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-adfs-config
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-google
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-multi-auth
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/sso-auth/sso-docs/sso-okta
https://docs.microsoft.com/en-us/linkedin/learning/user-and-attribute-management/user-attribute-mgmt-docs/org-sync-bulk-csv#what-this-document-tells-you
https://www.linkedin.com/help/learning
https://www.linkedin.com/legal/privacy-policy


LinkedIn のセキュリティに関する連絡先 

セキュリティに関するご質問がある場合や、セキュリティ上の問題を報告する場合は、

security@linkedin.comまでお問い合わせください。 

mailto:security@linkedin.com
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